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Ⅰ 稲栽培の自然環境

1･ 気象条件 マラヤの水Lf]作付面精は40万ha弱で, 主として河川流域や海岸に近い低

地などにひらける (松島,第 2図)｡主要稲作地帯は, 西北海岸部および東北海岸部で,全水

田面積の大部分はこの北緯 5- 6度の地帯に存在する｡

気温はもちろん地域差も年間偏差も小さく,最高気温 30-33oC,最低気温 22-25oC程度

である｡稲作環境として気温は支配的な因子でないr

日長時間の年間変化もきわめて小さい｡而部で10分,北部で30数分程度である (松島,第 5

表)｡このように周年的に短日条件で,かつ微少な年間偏差ではあるが, 多 くの品種はそれに

感応する鋭敏な感光性をもち,播種期の違いによってたとえば第 1図のような生育日数の大き

な差異をもたらす｡ 従って日長は,稲作期間の設定と品種の選定には重要な要因である｡

降水量は稲作の作季および作況を規制する最 も重要な気象条件であるLlマレー半島は年間降

水量 2500-3000mm,降雨日数200口以上で,雨の多 くは短時間のスコール型である｡やはり年

間の季節的かたよりはあるが,はっきりと乾季雨季にわかれるほどではないo一般に9-12月

に雨が多 く,｢三日毒条件からいってもこの辺が稲作最盛期であるLl降水量U_井 関分布は地帯によ
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第1図 Kelantan(北緯約60)において各Fj烏 テ紳下した場 合,品種cJ7
感光性による生育日放の差異

(出所)J･Do丁e:FAO第6回稲育種委員会資料,1955

になJ-'して稲作にll'効化する漸 虹施設がほとんど･榊 tl'J=されていないU)で,稲作が降水量に文配

されノろ頼まやむ,Jrl･えない･｣出帯別し津1作明間は第 1長 Jつ如 くで,lJ'.招く';li布との密持ち:f射系が み

られノる｡

存季の二期侶 ま,感光性の低いl出 端種,7rI-使えば可能であるが,ある柚須酎虹];ui設 し′)め,7,ご

杏 ,手招 く水田が多 く, 降水量が作況,Ji-左右すること大きい0

2･ 土壌条件 マレー半島は地質的には第三紀O往こう岩 ･安両岩等が:/sく,水冊は河 吊

流域または両岸の沖精地;flH二ひらり-る ノ付目土壌は頻り拙作 二はラテライ トで,机土 合品高く腐

第 1表 各 地 域 の 稲 作 期 聞

地 域 別

北西部 (Perlis,Kedah,P.Wellesley北部)

北西部 (P.Wellesley南部,Perak北部)

車両部 (南 Perak,Selangor,N.S.,Malacca)

北東祁 (Kelantan,Trengganu)

二期作地帯 (P.W.州中部)mainseason
offseason

:lH--

稲 作 期

播 種 田 柄

5-6日 6--7月

6-7り 7-8jJ

7-8ノり 8-9リ

8-9)i lO!j
g]j lO]1

4月 5Jj

聞

収 穫

1-2日

2月

1--2日

2-.3/FJ

2 - 3 rJ1

8リ



値に乏 しいものが多いこそのほかに,低湿地J,lllH二は泥炭または黒泥を混ずる水田があり,束両

岸には泡岸砂丘の水Lljもある｡これらの土壌を通 じ,一般に稲に対 して リン酸の必要性と効果

とが大きく,カリの肥効は非常に低い｡

3. 当二物的環境 病害としてはほとんど問題になるもujはないが虫害が甚人である｡ 相に

メイ虫類の被告が大きく,羽化回数が多 くてほとんど連続的な被害を与えるので,効果的な防

除が困難である｡ カメムシ,ヨトウムシなどの害も大きく,ほかにスズメ,野ネズ ミ,各種の

野!l:.獣,放 し飼いの家畜家禽の害も見逃せない｡

雑草発丑:.量もきわめて多い｡ 優勢雑草としては,コナギ, ヒエの一種,カヤツリグサ科の各

柿, ミズキンバイ,デンジソウなどがよくみられる0

4. 前後作閑係 大部分の水田は年間稲--作で,一部で二期作が行なわれるにすぎない〔)

中国系農民の巾には,裏作野菜や水不足の場合の二期作の野菜-の転換,あるいはⅢのl恒こ大

きな畦をたててオクラと稲との稲作というような例もまれにみうけちれるっ

11 稲栽培法の概要

1. 稲扶育の一･般経過 稲作期間は,前述のように降水量の季節的消長と闇達 し,雨U)多

い時期に生育最盛期を合致させてその終りに収穫するようになっている｡

栽培法は大部分が移植栽培であり,東北部のように両親が狭い期間に集申 している場合に,

その前に畑苗代育苗または乾[[j宙播をやっておく例もまれにみられる｡

稲の生育経過をみると,山菜速度は3-41二上 前親出葉と分けつとの同仲性も概ね保たれる

(艮い環境を与えた場合)ようである｡ 主群葉数は早生 (生育口数150E]以内)16-18,中生

18-20,晩4:_(生育rj数200H以上)20以上である｡ 穂の分化からの発育過程は日本の場合よ

り多少早いように思われる｡ 穂揃期間はきわめて長 く,2-4週間を要する｡ 結実日数は30日

で十分で,これは品種の熟期の早晩に関係 しない｡

Jj上沼･!の栽培管理で,初期から生育を促進すると苦虫や烏獣類の集中攻撃を受けやすいことも

あり,また高温や強還元土壌などの悪条件下で生育する稲に,十分な単位面積当り頴花数と稔

実程度とを確保せ しめることが非常に困難な実情である｡

2. 日 苗 種子準備として塩水選の技術が入 っているがあまり普及 していない｡種籾量

は本l:1110ア-ル当り 3-46 (lCの籾数 2万内外)で, 種子消毒は行なわれないし又あまり支

障もない｡ 水没漬 1昼夜, ひろげてこも状のもので覆い時々湛水 して2昼夜で催芽 (自然温)

する｡

苗代株式は次の3つがある｡

a 水苗代 :普通の苗代様式で,平床短冊に整地 し播種当日落水 して種籾が埋没 しない程度

に沫lfH-を固めてから散播する｡播種密度は薄いほどよく,播昧 1アール当り10-126が標準で
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幸'ろ rl.L射巴は リン安 (Nll'',,I,P20548',o)だけ20-25g/n12 /Jr-/眉Jlす カ りは 晋通や らない し,

そ の 効 果もほとんどないし リン峻uj必要性は人き ∴ 圭嘉レ)早:)す ぎ ･:ま甚だ しく菌形質/'iJ悪化

する二種籾が発芽 し根が昧r(1汗二定着 してか ら水を入れろが∴酎jくしっまま播いて:A-jJE芽砧 昼だ し

くわるい｡

b 浮苗代 :苗代時に深 水になっているような 低湿地J嵩で:ま. 小さな筏伏U)もU)に 10cm

位U)厚さに土を敷きそれに播種 して水L伸二浮べる苗代, 丁!二わち Rakitが行なわれる 打uT伸

密度 は水苗代の10倍 ぐらい,施肥 LI',A_は3倍 ぐらいである:.約 2週間で 15cm ぐらいに伸二こた眉

を,比較的水の浅い所に仮植 し,それか ら1-2か )]おいて本川J)水深よし日､主くしてか ら植え

ら ..品種はもちろん極晩隼柿,を使う,

べ く多嵐の水牛乾糞を施した方がよい｡播種密度や施肥量は水苗代に同じ,播種後揖土濯 水 し

て敷革,-E-する｡畑苗代では苗イモチやむれ苗的な障告 し引｣1ることがあり,本出で0jLは盛な圧 召-

か らメイ虫などの被告を受けやすい欠点があり,畑 苗 代はやむ与えざる場 合0)ffLr桐 ■J.式とされ

ら)

d 苗代管 理 :上記各種田代/ji-通 じ,ネズ ミ,鳥 . 圧し飼 いU)家畜J家禽か ら苗/J.::保護せ頼 ゴ

ならない｡ 病苦はほとんどないが,虫告について:三.il;.:tエする必要がある√-

1冊 ℃期間の標準は早牲201内外,申/7:.30F‖J,]外,晩/i:_40-5鋸1で,これより長 くなると急速

.'二眉形質二蔑ミ化する〔降雨そU)他でEll植えJ)遅れろ場 合は , - 一段階/卜育 口数の短かい品種を描

き直した 左がよい

3. 本rt十整地と=租 持にマレー畏艮L/)7JJ こし)場 合, 本日整地 には Tajak とf:｣げ ろノ工手

ナi:鎌状 U)鳥貝を使う 長い冊 ′巨;:/入れ.て欧か こした出直'工 これで刈株や雑 草など/i-刈 り払い,

簡単にしろかきする紺 史である こし′〕よ:うな11封出で息 水目口二壌:三日l植当町か ら甚だ しい還元

状態にfi:ら . ｣-urjJ-二より,j('ト窄餅がかな:日日-1i:一再 1.,7'馳昔 (たとえば東北部の砂質土など) ら

杏,,I:, トラ クターや耕莱云機L/)利用 も, 仁として賃耕レ吊{で二'/3少みられる｡しか し機十戒化.'ま,県

,TiLが幣イ萌されノていないことなどによろ制約が)こきい ..直也にあた三〕多 くの場合柑肥.Ll:11'uiさな

写真 1 KukuKambing

庖訳して山羊の爪,握りのところ/をも-て出しう枕元/Jl
先輔の 2又 に情人でさしこむ
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い､冊根のための テ甚水深は7-8cmが適

度で,浅いと雑草が繁茂し深いと活着を

膏す る｡

冊植当時の苗は,高砧iLr下の早い吊葉で

かなり軟弱徒長rZP.I.のものである O これを

20-30cm に葉先を労ド余して植えるo栽

植密度の基準としては,早年:.20-25cm ,

方形植であるが , 実際は乱雑柿で甚だし

い疎櫨である ｡

fJl柏は手相の場合と Kuku Kambing

と称する川植棒を使う場合とある O ラテ

ライ トの弔粘土を水でふやか してしろか

きした場合∴情土粒子がなかなか落着か

ず,どうしても後者による深柏になりが

ちである｡強還元下に10cm以上にも深

植されて,苗は節間伸長 して佳良点を地

表近 くまで押上げてから発根活着する0)

で,活着期間は甚だしく長 くなる ｡

写真2 強還元土壌に深植されて節間伸長
してから発根 した状況

4･ 本田施肥 堆厩肥施用は普通行なわれない (英 は 脱穀後メイ虫 防除 o)ため焼却 され

る)｡石灰施用の効果はまだ明かにされていない｡窒素は分けつ期間に施 すのが効果的とされ,

その時期は第2表を基準とする｡材料は硫安又は尿素である ｡過多の窒素 は 倒伏やメイ虫等の

闇榛で厳に戒むべきで,適量は 30kg/ha内外である｡

リン酸の効果大きく,収量をも左右する｡基 肥に施すのがよく,35-70kg/haを要する ｡ 肥

料としてはCIRP(クリスマス鳥リン鉱粉,P20536%)が主に使われ,東 侮 岸郡では重過 リン

酸がよいといわれる｡これに対 しカ リの効果は 明かでない ｡ 粘質土では減 収 効果を示すこと多
く,砂質土の場合 15kg/ha内外 を施すよう推奨 されている ｡

滞 2表 品 種 別 窒 素 施 用 時 期 の 基 準

生 育 期 間 150日以下の品種 田植後 5週間

150-190日の品種 〝 6週間

190-220日の品種 〝 7週間

220以上の品種

- 34-

〝 8週間

I Tr



弟 3 表 地 域 別 胞 肥 拭 準

班 拭

Perlis,Kedah.旭瑞

P.Wellesley 北L囲,Ail

N.Sembilan全域

Malacca全域

Kelantan普通水吊

Trengganu 泥炭地晶

N

34

34

34

34

27

0

520

68

68

51

45

27

45

P Q
,
0

0

7

7

7

3

0

K

l

]

]

1

情 ,rT3

(二車位 kg/hれ

不遇 リン暇便宜

封 也cj)施肥 肘 勘ま第3去'J)如 くであ ろが ,I)i:障レ)rr]iiJ東 レ)Tjh肥 (た とえ ば第4長 ,J)榊) はこれ

か ら障た ること遠 ∴ 冊 的('至数週冊で CIRP や｣損亡症U)BatGuanoii:どしケ安価な リン峻肥料

宣下〕ろだけU)ことが ミ穴 ､よ うであろ なか .'I./jl塩 だ 守/;一施す習慣 もあろ Rakit召 tr吊,)il'･fiI十

わ ,?'ようナ招 rt湿地J.rlFHj:どで 且 十二U)無肥 抜目でおろことが <,:;い

5. 木 川肯理およご障膏除去 申耕 およこご粋-,r:JrIな どU)告押 :Tまほと/Lど行なわれない 高混

a)Fで強還元U)土壌に/ド.T'ローる稲に,時 々排 /J(して中称的 な膏理が 加わ るレ)は望ま しいのでLi:'

ろが,漕排 水施設 uJない ところではやむ,JiI-えない

病虫烏賊告 州;Jj陳 もほとん ど美施 され ない 特 に著告を及ぼす メイ虫 に対 して は,甘牛が頻

繁 なこともあって効 果的な防除が困肌である_農薬使 IHu)両で, /･Jく吊およこ/tこそU)周辺 にすむ魚

類が マ レ-人にとって 市要 fi:蛋｢ll賢源であるし′)で,それ に最望す る基剤 .it使えない という制約

がある〔｡メイ虫 彼告が 許しい目早f: 一両に自得,JL-現 出す る侶U)JfL参宮であるが,それ｣二丈十する現烏

的 な対策はT';'iで刈 株や藁を焼却す るだ けとい う状態である

根)離 lノや赤枯れ など0_)/i:.押 棒宮 U)発/i:.と被告 もま た )(きい 刷 的r/j'21か FIl頃か-7,芋葉が赤 変

して川す くみU)伏態 にな り,こしつ徴 候をf総称 して PenyakitMerah (赤い病気) とい ってい

.?, 発/巨ま年 々｣"T､抽 ル てい るようで ある

6. 収 穫 収穫 は鎌 で株跡 日金か ら高岬｣し.結束せずにそU)まま現地で脱穀す る 脱

穀 は 大きな桶の中 に桟仮/を 立てか :j-てそれに穂邦,をたた き丁目ナる方法が行なわれ ろ こU)古で

IL葉U)大きな晶種は敬遠 され る-.脱穀 した籾は路用などにひろ･げて乾かす

rFl'㌣衣の保有米 は簡里な高床倉庫 に畔蔵 され/,余剰の もU)は粗o)ままで RiceMHlに･,ri･却 さ れ ノ

ら-㌔RiceMillは小規ィ､削 )もU)が 蔦村地帯 に散在 してお ;), ;,)く甘 伸 上人経常である

収 量里位は普通精粗容量を もって し了,(I;量刑 :I二と して Gantang (r桂1-ガ ロンと同 じ) が使わ

れ ,7,

7. 甘衣t)),哉培法および収 量構成 要素uj美 1/jI] ′筆者が ProvinceWellesley 州内で 予想収

量U)日 ､∫′･二か ら下 位までの制 裁のサ ンプ りング調吾/草行な -た もの に-申 て,耕柿概要 と収 量情

-一一二(. --



弟 4 表 畏宣U)稲栽培状況と収量構成要宍 (P.Wellesley州内調査成績叛葦)

栽 植 施 肥 収 量 構 成 要 /-JT,i

秤
圧密

期

)

眉

目

1
･

-_

苗
代
様
式

り
抹
数

坪
当
た

(

ミ

ー
ト
o
T
J
B
q
)

量
巾章.
:.7T･

(
Z
植
え
lt
J)

期

苗

本

数

-

株

十 Mayapnagsir十 王 業苦琵 8-15･42･2×36･6(21･5)4-5(
6W.CIRP 27.2

6W. 塩i 36.2

株 穂 平粒 稔 精
当 均 実( 棉(

り 数 品数 薯甥 葺
た

I

2 Intan 6-哨 酎爵 7-下;45･2×38･6(18･8)4-56W･ B･G･ 44 ･7 2112219･6･7116!19･1

3 Konto 6-下原諸 8七 ･41･9×35･8(22･0)3-4(
1W.!CIRP 18.1
8W.:B.G. 18.1 16.6138.6･81.1･23.5

4;Bongor 守一上原宙酎 -*141･9×37･1(2113け 56W･ 監 36･219･9 88･488･4:21･5
11

5 RadinGoi9-1楼 宙琵10-2838･9×37･3(22･8)5164WICIRP…40･針 15･7169･785･5･20･1
1

7 Radin
pu.eh.9-1楼 甫爵11-25･39･4×35･6(23･6)4-54W･ B･G･:44･710･2150･765･022･4

8 BungaLimau…5-下 Rakit:8-申44･7×39･6(18･6)2-3

9 Slaup 6-申 Rak抽9-上45.0×37.0(19.8)2-3

10 PadiPahit:6-両Rakit■8-中40.4×38.1(21.6)2-3

16.5178.482.926.4

14.9114.8･76.029.0

10.6178.7;79.621.1

(注)1. 農家 No.1-4は P.Wellesley州北部,No.5-7は【摘 5,No.8-10は南部にお
いてそれぞれ収量の高いものから低いものまでの例である｡中部は二期作跡の主作でも
っとも遅 く,南部は低湿地帯で Rakit育苗様式で菌を大きくしてから植え, 無肥料栽

培である｡

2. 栽植密度は乱雑植のLm]場の5か所につきそれぞれ30畦聞及び30株間測定の平均値である｡

3. 肥料の種類で CIRPは ChristmasislandRockPhosphateであり,B.G.ほ Bat
Guanoである｡

成 要累 との概要 を第 4表に示す,:

耕種概要 は これ まで述べ た ことの実 例で あ るが,収量構 成でみ ると哉柿株数U)不足 と中位 両

机 当り穂数 の不足 とが まず 目だつ ｡ 一触頴花数 は 100-200レ)穂重型 品種で あるが里位rflTA精当

り穂数 はわが国の 3分の 1またはそれ以下 に過 ぎないので,里位面精当 り総頴 花数 と して もず

っと少 ないLl稔実捗 合70-80,%,精粗 または玄米 市が意外 に小 さいので,梓 も穂 も非常に大 き

いにかかわ らず 一 触当 り玄米!lIL-_産量は 口本 局種 と大 差ない ことにな り,結局穂数 が少ないだ け

収量水準が低い とい うことにな るよ うで ある｡

この調査の範囲では,第 2図 にみ るごと く,収 量は穂数 と密接 な相闇を示 し (こC)jltj(tUj収 量

は計算上の もので あるが,後でその圃場 に-つい て聞取 りまたは坪刈 りで調査 した収嵐 と概 ね一

致 してい る),稔実程度 との相関は認め られない ｡ 局 部的な調査ではあ るが, この国 0~)稲栽情
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叛術LJ)叛 U)七 うfi:左き左 目jr;辿L,十 .

悠うかがえ ると思われ る仁.すなれ
~｢,稔美紺廷(稔美FJ,A:合およ1JLご玄米

樟爪)を飛躍的に高めることは強

還元U)土壌 条件下に什召 し高沢下

にで発熱す る超他車:里の長粒晶析に

とって非常に困難であ り,結局 こ

し′沖車Jj低収量水準は主と して触数

U)不足,を制l廿要素とし,friirJJ栄養

/T:.長cJ)た♪′)にIj-え られ るlxl挿し■)条

件が不良でありさJ-,に有効 量,Ji一律

々U)自然的 ･/I:_ry]r自陣 打,:から保護
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することも不一1-弓再さとい うよう亡

ことによって招 来されていろといえるであろう
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